
IT 経営カンファレンス
２０２３ in  KYOTO

　　京都市及び京都府中小企業団体中央会では、 市内中小企業等の持続可能な経営に向けた生産性の向

上や業務の効率化等につながる取組を支援するため、 令和２年度からの４年間で約６５０社の中小企業のデジ

タル化を支援してきました。

　この度、 本事業の優れた成果を共有することで、 市内事業者のデジタル化・ＤＸの取組を推進するため、 （公

財） 京都高度技術研究所及びＮＰＯ法人ＩＴコーディネータ京都と連携のうえ、 京都市中小企業デジタル化 ・

ＤＸ成果事例発表会を開催します。

　他社の好事例を自社の取組に役立てる絶好の機会ですので、 是非御参加ください。

京都市 中小企業
デジタル化 ・ DX 成果事例発表会

～事例に学ぶデジタル化から DX への挑戦 ～

２ ０ ２ ４ / ３ / ７ ( 木 )

京都コンピュータ学院京都駅前校＋オンライン

日時

場所

参加
申込

共催 ： 特定非営利活動法人 IT コーディネータ協会

後援 ： 経済産業省近畿経済産業局、 独立行政法人中小企業基盤整備機構近畿本部、 京都府、

　　　　 京都商工会議所、 京都府商工会連合会、 公益財団法人京都産業２１、 京都信用保証協会、

         一般社団法人京都府情報産業協会、 京都コンピューターシステム事業協同組合、

         公益財団法人関西文化学術研究都市推進機構、 株式会社商工組合中央金庫、

         株式会社京都銀行、 京都中央信用金庫、 京都信用金庫、 株式会社滋賀銀行

事例発表などの詳しいプログラムは裏面をご覧ください

参 加 無 料 ・ 先 着 順 ・ 要 申 込
（申込期間 ： 2 月 7 日 10 時～ 3 月 6 日 17 時）

１３:３０-１６:３０

会場参加定員 ： 50 名
※会場での定員が超えた場合、 オンラインでの参加となります。

お問い合わせ：特定非営利活動法人 IT コーディネータ京都   seminar@itc-kyoto.jp

お申込みはこちらから 
https://itc-kyoto-event24031.peatix.com

※後援は予定を含む。

●京都駅 （JR、 近鉄、 地下鉄） から徒歩 7 分

主催 ： 京都市 京都府中小企業団体中央会 公益財団法人京都高度技術研究所 
       特定非営利活動法人 IT コーディネータ京都



IT 経営カンファレンス
２０２３ in  KYOTO

プ ロ グ ラ ム

お問い合わせ：特定非営利活動法人 IT コーディネータ京都   seminar@itc-kyoto.jp

参加
申込 お申込みはこちらから →https://itc-kyoto-event24031.peatix.com

第 1 部　「京都市デジタル化推進事業」 報告会

13:40 ～　基 調 講 演 ① ：
多くの課題に優先順位を決めて取り組み、 一歩ずつ成果を上げる DX

講師 ： 山本　英夫 氏　（株式会社あめりか屋 代表取締役）

14:10 ～　事業実施報告 ：

14:20 ～　事 例 報 告 ：

特定非営利活動法人 IT コーディネータ京都

第 2 部　「京都市地域ＤＸ人材育成推進 ・ 普及啓発事業 （DX 実践講座）」 報告会

15:15 ～　基 調 講 演 ② ：
未来を創造する DX ～ DX 推進を阻む障害をどうやって乗り越えたか～

講師 ： 藤原 加奈 氏 （株式会社フジワラテクノアート 副社長）

15:35 ～　事業実施報告 ：

15:45 ～　事 例 報 告 ：

公益財団法人京都高度技術研究所

講 師 紹 介

然林房  若女将 馬渕 能理子 氏

川十株式会社  DX 推進部 三木　浩揮 氏 マイキャン ・ テクノロジーズ 株式会社  代表取締役 CEO 宮﨑　和雄 氏

宿泊管理システム連携により
人時生産性向上を実現

紙ベースの予約台帳

をなくし、 宿泊管理

システムと宿泊予約

サイト管理システムを

連携したことにより、

業務作業の効率化が

図られ人時生産性の

向上を実現。

日新建工株式会社  専務取締役 奥田 浩之 氏

生産性向上と未来への準備へ
いち早くデジタル化を推進

京都市や京

都府などの公

共工事を中

心に土木、

舗装工事を

請け負う。

近年の働き方

岡本織物株式会社  専務取締役 岡本 絵麻 氏

西陣織を未来につなげていく為に
Web の活用を加速

伝統的な西陣織を

守ってきた西陣岡本。

これからもその絹織物

を守り育て、 世界へ

発信をするために web

活用は必須だと考え、

新しいアプローチを進

める事で西陣織のファ

ン層を拡大。
改革の流れを背景にデジタルツールを活用して労働時間

の短縮や将来の労働力確保など諸課題の解決に向けた

体制を構築中。

業務のシミュレーションシステム及び
見える化システムにより生産性を向上

業務フロー全体を見直し、 ボトルネックを洗

い出すとともに、 シミュレーションシステムを

活用することで業務の最適化を図る。

また、 機械稼働率の向上を目標に、 見える

化システムを導入し、 リアルタイムで状況を

確認することで生産性の向上を目指す。

デジタル変革により社内の
研究開発業務に特化するため
周辺プロセスを革新

研究開発にかかる時間を増加させるため

に、 間接部門のデジタル化を推進。 研

究開発上での紙ベースの作業をデジタ

ル化することで業務効率化を図り、 研究

開発の生産性向上を目指す。

基調講演① 山本　英夫 氏 株式会社あめりか屋 代表取締役 基調講演② 藤原 加奈 氏 株式会社フジワラテクノアート 副社長

大学卒業後、 建材メーカーのつく
ば研究所で勤務。 平成 4 年にあ
めりか屋に入社し、 平成 23 年に代
表取締役に就任。 株式会社あめり
か屋は、 大正 12 年創業の建築会
社で建築物の設計 ・ 施工を行う。
令和 2 年に、 若手社員と外部専
門家からなる IT 化推進委員会を
発足し、 課題の洗い出しと、 課題
に優先順位をつけて、 ハードの整
備からソフトの導入に向けて一歩ず
つ DX を推進している。

慶應義塾大学経営管理研究科修
了 MBA 取得、2015 年より副社長。
フジワラテクノアートは醸造 ・ 一般
食品を生産する機械 ・ プラントを
手掛ける。 麹造りの機械で高い
シェアを持ち、 国内約 1500 社、
海外 27 ヵ国に設備を納入。 ビジョ
ン達成に向けて、 3 年で 21 シス
テム ・ ツール導入、 デジタル人
財内製化など DX を推進。 日本
DX 大賞 （2022 年）、DX セレクショ
ングランプリ （2023 年）。


